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2　創刊号　能美市議会だより�

　
能
美
市
発
足
後
、
最
初
の
臨
時
会
（
組
織
議
会
）
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
初
代
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
私
は
、
こ
の
た
び
初
代
議
長
に
推
挙
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
身
に

余
る
光
栄
と
と
も
に
、
自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ま
し
て
、
そ
の
使

命
と
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
こ
の
う
え

は
、
決
意
を
新
た
に
し
、
新
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
推
進
に
懸
命

に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
新
生
能
美
市
議
会
は
、
合
併
特
例
法
の
規
定
に
よ
り
、
向

こ
う
九
ヶ
月
の
在
任
期
間
を
設
け
、
四
七
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
が
、
市
政
発
展
の
う
え
に
立
っ
て
、
議
会
の
運
営
は
公
平
無
私

の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
四
万
七
千
市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

全
議
員
が
活
発
な
議
論
を
展
開
で
き
ま
す
よ
う
配
慮
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
議
会
に
対
す
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
「
平
成
の
大
改
革
」
と
言
わ
れ
た
市
町
村
合
併
は
、
廃
藩
置
県
よ

り
更
に
日
本
の
将
来
を
占（
う
ら
な
）う
大
事
で
あ
り
ま
す
。�

三
町
が
英
知
と
熱
意
を
注（
そ
そ
）い
で
実
現
し
た
「
能
美
市
」
の
門

出
に
あ
た
っ
て
、
名
誉
あ
る
副
議
長
の
職
に
就
か
せ
て
頂
い
た
こ
と

は
終
生
の
栄
誉
で
あ
り
、
感
激
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

竹
馬
の
友
で
あ
る
宮
本
長
興
市
長
職
務
執
行
者
を
助
け
、
二
月
末
に

選
任
さ
れ
る
新
執
行
部
へ
の
引
継
ぎ
ま
で
、
悔
い
な
く
職
務
を
ま
っ

と
う
で
き
る
よ
う
に
と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
事
を
為
す
に
当
っ
て
「
地
の
利
、
人
の
和
」
を
大
切
に
す
べ
き
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
四
万
七
千
市
民
の
将
来
に
夢
と
希
望
を
繋
ぐ
市

政
の
第
一
歩
を
悔
い
な
く
歩
み
だ
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
て
、

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
最
後
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
現
存
す
る
旧
三
町
の
厚
生
・

医
療
施
設
を
活
か
し
、
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
事
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

新しい議会構成決まる�新しい議会構成決まる�新しい議会構成決まる�新しい議会構成決まる�
第1回市議会臨時会（組織議会）は、�

2月4日から9日までの6日間にわたり開会されました。�
能美市発足後、最初の議会のため、�

正副議長の選出、各常任委員会委員の選任、一部事務組合議会議員の選挙等を行い、�
市議会の新構成がスタートしました。�

議
　
　
　
長�

宮
崎
　
正
勝�

副
　
議
　
長�

大
家
栄
次
郎�

議会運営委員会�
委員数［9名］�

所
管
事
項�

●議会運営に関する事項�
●議長の諮問に関する事項�
●議会委員会条例及び会議規則に定められた以外の取扱いに�
　関する事項�

委員名は議席番号順です�

横　山　勝　人�

�

杉　田　隆　一�

�

森　　　　　章�

明　福　憲　一�

近　藤　孔　司�

�

山　口　慧　子�

金　森　修　栄�

和　田　勝　也�

�

北　村　國　博�
委 員 長 � 委　　員�

副委員長�
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写真は議席番号順です�

産業建設常任委員会�
委員数［11名］�

所
管
事
項�

●農業用排水・工業用水に関する事項�
●産業振興及び都市計画に関する事項�
●住宅及び住環境整備に関する事項�
●上・下水道に関する事項　　●委員会所管工事の現場調査�

総務常任委員会�
委員数［11名］�

所
管
事
項�

●行財政及び市総合計画に関する事項�
●姉妹都市交流に関する事項�
●IT（情報通信技術）　及び広報に関する事項�
●委員会所管工事の現場調査　●他の常任委員会に属しない事項�

常�任�委�員�会�

委 員 長 �
金森　修栄�
〈大成町〉�

副委員長�
居村　清二�
〈岩内町〉�

委　　員�
瀬川　邦夫�
〈上清水町〉�

委　　員�
近藤　孔司�
〈粟生町〉�

委　　員�
山口　慧子�
〈辰口町〉�

委　　員�
北角　耕一�
〈佐野町〉�

委　　員�
谷　　孝則�
〈湯谷町〉�

委　　員�
濱田　壽一�
〈大浜町〉�

委　　員�
西　憲治郎�
〈中庄町〉�

委　　員�
辰巳　　弥�
〈牛島町〉�

委　　員�
北村　國博�
〈三ツ屋町〉�

委 員 長 �
和田　勝也�
〈徳久町〉�

副委員長�
石田　翔湖�
〈浜開発町〉�

委　　員�
大家栄次郎�
〈宮竹町〉�

委　　員�
西出　　明�
〈下ノ江町〉�

委　　員�
高木　雅宣�
〈粟生町〉�

委　　員�
西田　良治�
〈大成町〉�

委　　員�
上田　　忠�
〈石子町〉�

委　　員�
井澤　　稔�
〈下ノ江町〉�

委　　員�
角地　耕三�
〈大長野町〉�

委　　員�
南山　修一�
〈莇生町〉�

委　　員�
野村　大仙�
〈徳山町〉�
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民生常任委員会�
委員数［12名］�

所
管
事
項�

●少子・高齢化、医療福祉及び介護保険に関する事項�
●市立病院に関する事項　●環境衛生に関する事項�
●防災及び交通安全に関する事項　●中山間地振興に関する事項�
●委員会所管工事の現場調査�

委 員 長 �
荒田　正信�
〈赤井町〉�

副委員長�
東　　正幸�
〈出口町〉�

委　　員�
横山　勝人�
〈小長野町〉�

委　　員�
明福　憲一�
〈福島町〉�

委　　員�
畑中　晃昭�
〈和気町〉�

委　　員�
近藤　啓子�
〈粟生町〉�

委　　員�
中野眞治郎�
〈粟生町〉�

委　　員�
太田　昭一�
〈末信町〉�

委　　員�
池田　藤彦�
〈大浜町〉�

委　　員�
小手川正明�
〈緑が丘〉�

委　　員�
豊島　和男�
〈緑が丘〉�

委　　員�
北野　　哲�
〈中ノ江町〉�

教育常任委員会�
委員数［12名］�

●義務教育、生涯学習及びスポーツ振興に関する事項�
●青少年健全育成に関する事項�
●委員会所管工事の現場調査�
�

委 員 長 �
青山　利明�
〈福島町〉�

副委員長�
開道　昌信�
〈緑が丘〉�

委　　員�
森　　　章�
〈末信町〉�

委　　員�
金山　嘉行�
〈宮竹町〉�

委　　員�
杉田　隆一�
〈西任田町〉�

委　　員�
白川　　寛�
〈浜町〉�

委　　員�
嶋村　泰夫�
〈火釜町〉�

委　　員�
井出　善昭�
〈寺井町〉�

委　　員�
米田　敏勝�
〈高坂町〉�

委　　員�
倉元　正順�
〈寺井町〉�

委　　員�
亀田　秀則�
〈大長野町〉�

委　　員�
地中　　孝�
〈上開発町〉�

所
管
事
項�
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広報特別委員会�
委員数［11名］�

所
管
事
項�

●議会活動状況を広く住民に周知し、市政に対する理解と�
協力を得るために、議会広報の発行及び広報に関すること�
�

西川流域・海岸対策特別委員会�
委員数［12名］�

所
管
事
項�

●西川流域の整備に関すること�
●能美市の海岸保全及び環境保全に関すること�
�

能美古墳群保存整備特別委員会�
委員数［12名］�

所
管
事
項�

●秋常山古墳群及び西山古墳をはじめとする能美古墳群の�
調査研究及び保存整備に関すること�

●古墳群を活かしたまちづくりに関すること�
�

統合庁舎検討特別委員会�
委員数［11名］�

所
管
事
項�

●財政運営の効率化やより高い水準の行政サービスを市民に提供�
するために、将来的に庁舎を統合することを検討することについて�

●災害に強い耐震設計の庁舎や災害避難場所を兼ねる公園や駐車スペースを十分に�
取れる市民の利用しやすい統合庁舎の必要性について検討することについて�
�

特�別�委�員�会�

辰　巳　　　弥�

�

小手川　正　明�

�

金　森　修　栄�

東　　　正　幸�

西　田　良　治�

上　田　　　忠�

�

角　地　耕　三�

豊　島　和　男�

北　野　　　哲�

北　村　國　博�

�

石　田　翔　湖�
委 員 長 � 委　　員�

副委員長�

明　福　憲　一�

�

白　川　　　寛�

横　山　勝　人�

瀬　川　邦　夫�

近　藤　孔　司�

大　家　栄次郎�

�

西　出　　　明�

近　藤　啓　子�

濱　田　壽　一�

米　田　敏　勝�

�

地　中　　　孝�

居　村　清　二�

委 員 長 � 委　　員�

副委員長�

森　　　　　章�

�

亀　田　秀　則�

青　山　利　明�

金　山　嘉　行�

杉　田　隆　一�

北　角　耕　一�

�

井　出　善　昭�

谷　　　孝　則�

和　田　勝　也�

井　澤　　　稔�

�

池　田　藤　彦�

野　村　大　仙�

委 員 長 � 委　　員�

副委員長�

嶋　村　泰　夫�

�

西　　　憲治郎�

山　口　慧　子�

荒　田　正　信�

高　木　雅　宣�

畑　中　晃　昭�

�

中　野　眞治郎�

太　田　昭　一�

倉　元　正　順�

南　山　修　一�

開　道　昌　信�
委 員 長 � 委　　員�

副委員長�

委員名は議席番号順です�
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能
美
市
が
誕
生
し
た
2
月
1
日

を
も
っ
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

の
で
、
一
部
新
た
な
経
費
も
含
ま

れ
て
い
る
が
、
原
則
と
し
て
、
旧

三
町
の
議
会
で
議
決
済
み
の
平
成

１６
年
度
予
算
を
1
月
末
に
お
け
る

決
算
見
込
み
に
基
づ
き
調
整
し
た
、

2
・
3
月
の
2
か
月
分
の
予
算
で

あ
る
。
以
下
の
報
告
並
び
に
案
件

に
つ
い
て
可
決
さ
れ
た
。�

�

○
一
般
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
６３
億
8
0
0
万
円�

　
う
ち
、
市
の
借
入
金
は
２１
件
で

２２
億
2
、
7
3
0
万
円
で
あ
り
、

国
や
県
の
補
助
金
等
が
入
る
ま
で

の
収
入
不
足
を
補
う
た
め
の
一
時

借
入
金
の
最
高
額
を
暫
定
的
に
5

億
円
と
す
る
。�

�

○
国
民
健
康
保
険�

　
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
7
億
2
、
3
7
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
3
億
円
と
す
る
。�

　
　�

�

�

○
公
共
下
水
道
事
業�

　
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
１９
億
5
、
8
3
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
１０
億
円
と
す
る
。�

　
　�

○
農
業
集
落
排
水
事
業�

　
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
　
　
3
、
9
8
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
2
、
0
0
0
万
円
と

す
る
。�

　
　�

○
介
護
保
険
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
6
億
2
、
7
7
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
3
億
円
と
す
る
。�

　
　�

○
老
人
保
健
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
１０
億
7
、
9
6
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
3
億
円
と
す
る
。�

　
　�

○
温
泉
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額�

を
暫
定
的
に
1
0
0
万
円
と
す
る
。�

　
　�

○
水
道
事
業
会
計
暫
定
予
算�

　
給
水
戸
数
　
1
6
、
6
2
2
戸�

　
給
水
量
　
１
、1
7
4
、7
0
0
K�

（
収
益
的
）�

収
入
総
額
１
億
１
、
5
3
0
万
円�

支
出
総
額
１
億
9
、
5
4
0
万
円�

（
資
本
的
）�

収
入
総
額
　
　
4
、
7
5
5
万
円�

支
出
総
額
１
億
6
、
0
0
5
万
円�

※
収
入
総
額
が
支
出
総
額
に
対
し

て
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
別

途
補
て
ん
す
る
資
金
が
あ
る
。�

　
　�

○
工
業
用
水
道
事
業
会
計
暫
定
予
算�

給
水
事
業
所
数
　
　
　
　
　
9
社�

総
給
水
量
2
、7
3
1
、2
8
2
K
�

（
収
益
的
）（
辰
口
第
一
工
業
用
水
道
）�

収
入
総
額
　
　
１
、
2
5
9
万
円�

支
出
総
額
　
　
１
、
6
4
5
万
円�

（
資
本
的
）�

収
入
総
額
　
　
な
　
し�

支
出
総
額
　
　
　
　
7
0
6
万
円�

（
収
益
的
）（
辰
口
第
二
工
業
用
水
道
）�

収
入
総
額
　
　
1
、
5
6
5
万
円

支
出
総
額
　
　
2
、
4
8
4
万
円�

（
資
本
的
）�

収
入
総
額
　
　 
な
　
し�

支
出
総
額
1
億
9
、
2
2
6
万
円�

（
収
益
的
）（
根
上
地
区
工
業
用
水
道
）�

収
入
総
額
　
　
1
、
4
2
1
万
円�

支
出
総
額
　
　
2
、
6
6
1
万
円�

（
資
本
的
）�

収
入
総
額
　
　
な
　
し�

支
出
総
額
　
　
な
　
し�

※
収
入
総
額
が
支
出
総
額
に
対
し

て
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
別

途
補
て
ん
す
る
資
金
が
あ
る
。�
�

○
住
宅
地
開
発
事
業�

　
特
別
会
計
暫
定
予
算�

歳
入
・
歳
出
総
額�

　
　
　
　
　
　
1
、
0
6
0
万
円�

　
う
ち
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額

を
暫
定
的
に
2
億
7
、
0
0
0
万

円
と
す
る
。�

　
　�

○
市
立
病
院
事
業
会
計
暫
定
予
算�

（
病
　
院
）�

　
一
般
病
床
　
　
　
　
1
0
3
床

　
療
養
病
床
　
　
　
　

4
0
床�

　
入
院
患
者
数
　
6
、
6
0
8
人

　
外
来
患
者
数
1
2
、
2
8
5
人�

（
介
護
老
人
保
健
施
設
）�

入
所
定
員
（
短
期
含
む
）
7
4
人�

通
所
・
リ
ハ
ビ
リ

　
　
2
5
人�

入
所
利
用
者

　
4
、
2
2
8
人�

通
所
利
用
者
　
　
　
　
7
6
5
人�

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）�

定
　
　
　
員

　
　
　
　
3
0
人�

通
所
利
用
者
　
　
1
、
0
0
0
人�

�

（
収
益
的
）
（
病
院
）
　�

収
入
総
額
　
3
億
5
、
6
0
0
万
円�

支
出
総
額
　
3
億
5
、
6
0
0
万
円�

（
資
本
的
）
　�

収
入
総
額
　
2
億
4
、
1
9
0
万
円�

支
出
総
額
　
1
億
2
、
5
0
0
万
円�

（
収
益
的
）（
介
護
老
人
保
健
施
設
）�

収
入
総
額
　
　
6
、
1
2
0
万
円�

支
出
総
額
　
　
6
、
1
2
0
万
円�

（
資
本
的
）
　�

収
入
総
額
　
　
な
　
し�

支
出
総
額
　
　
1
、
1
7
7
万
円�

（
収
益
的
）（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

収
入
総
額
　
　
　
　
8
3
0
万
円�

支
出
総
額
　
　
　
　
8
3
0
万
円�

（
資
本
的
）
　�

収
入
総
額
　
　
な
　
し�

支
出
総
額
　
　
な
　
し�

※
収
入
総
額
が
支
出
総
額
に
対
し

て
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
別

途
補
て
ん
す
る
資
金
が
あ
る
。�

���

　
能
美
市
が
誕
生
し
た
2
月
1
日

を
も
っ
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

の
。�

���

　
能
美
市
の
設
置
に
伴
い
、
地
方

自
治
法
第
2
6
0
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
変
更
し
た
も
の
。�

※
地
方
自
治
法
第
2
6
0
条
第
１

項
の
規
定
と
は
『
政
令
で
特
別
の

定
を
す
る
場
合
を
除
く
外
、
市
町

村
の
区
域
内
の
町
若
し
く
は
字
の

区
域
を
あ
ら
た
に
画
し
若
し
く
は

こ
れ
を
廃
止
し
、
又
は
町
若
し
く

は
字
の
区
域
若
し
く
は
そ
の
名
称

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

市
町
村
長
が
当
該
市
町
村
の
議
会

の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
』�

臨
時
議
会

臨
時
議
会�
臨
時
議
会�
第1回�第1回�

平
成
１６
年
度
能
美
市
暫
定
予
算
の�

専
決
処
分
に
関
す
る
報
告�

能
美
市
役
所
位
置
条
例
の
ほ
か�

1
5
8
件
の
条
例
の
専
決
処
分
に
関
す
る
報
告�

町
の
区
域
及
び
名
称
、字
の
区
域
及
び
名
称
、�

小
字
の
名
称
の
変
更
に
関
す
る
報
告�
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��

　
地
方
自
治
法
第
2
3
5
条
第
2

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
も
の
。�

※
地
方
自
治
法
第
2
3
5
条
第
2

項
の
規
定
と
は
『
市
町
村
は
、
政

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
金

融
機
関
を
指
定
し
て
、
市
町
村
の

公
金
の
収
納
又
は
支
払
の
事
務
を

取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
』�

��

　
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の
6

の
規
定
に
よ
り
能
美
市
と
し
て
加

入
し
た
も
の
。�

※
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の
6

の
規
定
と
は
『
普
通
地
方
公
共
団

体
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
協

議
会
を
設
け
る
普
通
地
方
公
共
団

体
の
数
を
増
減
し
、
若
し
く
は
協

議
会
の
規
約
を
変
更
し
、
又
は
協

議
会
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
第
2
5
2
条
の
2
第
1
項
か

ら
第
3
項
ま
で
の
例
に
よ
り
こ
れ

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
第

2
5
2
条
の
2
第
1
項
か
ら
第
3

項
は
、協
議
会
の
設
置
に
関
す
る

も
の
）』�

���

　
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の

1
4
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
和
佐

谷
町
に
居
住
す
る
児
童
生
徒
の
教

育
事
務
を
白
山
市
に
委
託
し
た
も

の
。�

※
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の

1
4
第
１
項
の
規
定
と
は
『
普
通

地
方
公
共
団
体
は
、
協
議
に
よ
り

規
約
を
定
め
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
事
務
の
一
部
を
、
他
の
普
通

地
方
公
共
団
体
に
委
託
し
て
、
当

該
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
同
種

の
委
員
会
若
し
く
は
委
員
を
し
て

管
理
し
及
び
執
行
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
』�

�����

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び�

同
補
充
員
選
挙�

�

選
挙
管
理
委
員�

　
中
本
　
　
建
（
福
島
町
）�

　
伊
藤
　
龍
一
（
佐
野
町
）�

　
杉
林
　
善
作
（
大
浜
町
）�

　
嵐
　
　
保
雄
（
宮
竹
町
）�

�

補
充
員�

第
１
順
位�

　
南
　
勝
一
郎
（
徳
久
町
）�

第
2
順
位�

　
松
岡
　
勝
司
（
牛
島
町
）�

第
3
順
位�

　
北
村
　
順
一
（
西
任
田
町
）�

第
4
順
位�

　
廣
澤
　
進
一
（
辰
口
町
）�

���

�

一
部
事
務
組
合
議
員
選
任
選
挙�

�

能
美
広
域
事
務
組
合
（
6
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
大
家
　
栄
次
郎
、

　
横
山
　
勝
人
、
明
福
　
憲
一
、�

　
豊
島
　
和
男
、
北
野
　
哲�

�

能
美
介
護
認
定
事
務
組
合（
6
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
荒
田
　
正
信
、�

　
東
　
正
幸
、
畑
中
　
晃
昭
、�

　
太
田
　
昭
一
、
近
藤
　
啓
子�

�

手
取
川
流
域
環
境
衛
生
事
業
組
合

（
3
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
西
出
　
明
、�

　
野
村
　
大
仙�

�

手
取
郷
広
域
事
務
組
合
（
3
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
池
田
　
藤
彦
、�

　
小
手
川
　
正
明�

�
手
取
川
水
防
事
務
組
合
（
１
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝�

�

南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合（
3
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
金
森
　
修
栄
、�

　
居
村
　
清
二�

�

小
松
能
美
広
域
事
務
組
合（
3
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
畑
中
　
晃
昭
、�

　
中
野
　
眞
治
郎�

�

社
会
福
祉
法
人
湯
寿
会
（
3
名
）�

　
宮
崎
　
正
勝
、
荒
田
　
正
信
、�

　
東
　
正
幸�

������������������������������������

��������������������

　
能
美
市
情
報
公
開
条
例
の
中
に
、

情
報
公
開
の
部
分
公
開
の
記
載
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
の
意

図
で
部
分
的
に
公
開
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
情
報
公
開

に
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
適
用
条
項
で
公

文
書
の
公
開
は
合
併
前
の
そ
れ
ぞ

れ
の
町
の
も
の
を
対
象
か
ら
外
し

て
い
ま
す
が
、
能
美
市
は
旧
三
町

の
業
務
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で

す
か
ら
、
適
用
条
項
は
条
例
か
ら

削
除
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
公

開
と
す
る
べ
き
で
す
。�

　
次
に
能
美
市
常
勤
の
特
別
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び�

能
美
市
の
教
育
事
務
を�

白
山
市
に
委
託
す
る
こ
と�

加
賀
沿
岸
下
水
道
協
議
会
へ
の
加
入�

指
定
金
融
機
関
の
指
定�

人
事
案
件

人
事
案
件�
人
事
案
件�

討　論�討　論�討　論�
能美市役所位置条例のほか158件の条例の専決処分に対する�

市民にやさしい�
　条例の制定を�

反対�山
口
　
慧
子
議
員�
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反対�

賛成�

編�
集�
後�
記�

能
美
市
長
職
務
執
行
者
の
給
与
に

関
す
る
条
例
、
能
美
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
三
件
に
つ
い
て
、
市
長
給
与

は
月
額
９０
万
円
、
他
の
特
別
職
も

そ
れ
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
合
併
す
る
に
あ
た
っ
て�

の
財
政
の
効
率
化
や
今
後
の
能
美

市
の
財
政
状
況
も
考
慮
す
れ
ば
、

特
別
職
等
の
給
与
は
高
す
ぎ
ま
す
。�

　
次
に
、
能
美
市
乳
幼
児
等
の
医

療
助
成
に
関
す
る
条
例
、
特
に
６５

歳
以
上
の
老
人
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
で
す
が
、
問
題
点
の
第
一

は
、
助
成
の
対
象
が
住
民
税
の
非

課
税
者
に
限
定
さ
れ
、
課
税
さ
れ

て
い
る
人
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
課
税
者
、
非
課
税

者
は
区
別
す
る
の
で
は
な
く
公
平

に
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
第
二
は
、
医
療
費
の
助

成
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
は

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
点
で
す
。
私
は
窓
口
の
手
続

の
簡
素
化
や
受
給
者
の
利
便
を
図

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

第
三
は
、
医
療
費
助
成
の
請
求
の

時
効
が
6
ヶ
月
と
な
っ
て
い
る
点

で
す
。
申
請
書
を
ま
と
め
て
手
続

き
を
し
よ
う
と
す
る
と
6
ヶ
月
が

過
ぎ
て
い
た
と
い
う
の
は
こ
れ
ま

で
に
も
聞
か
れ
た
こ
と
で
す
。
せ

め
て
（
時
効
を
）
一
年
間
に
延
ば

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
第
四
は
、

医
療
費
の
助
成
方
法
が
償
還
払
い

だ
と
い
う
点
で
す
。
立
て
か
え
払

い
を
す
る
の
に
お
金
が
な
い
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
現
物

支
給
に
し
て
窓
口
で
の
負
担
を
し

な
く
て
も
い
い
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。�

　
次
に
、
能
美
市
立
保
育
園
保
育

の
実
施
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
す
。�

　
保
育
料
に
つ
い
て
、
若
い
父
母

の
願
い
は
保
育
料
を
も
っ
と
引
き

下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

保
育
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
子
供

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
後

体
力
が
十
分
に
回
復
し
て
い
な
い

と
き
も
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
と
、
延
長
保
育
料
の
負
担
を

軽
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
は
本

当
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
子

供
を
持
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
保
育

園
の
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
も
子

育
て
支
援
の
重
要
な
部
分
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。�

　
次
に
、
能
美
市
在
宅
寝
た
き
り

老
人
等
介
護
慰
労
金
支
給
条
例
に

つ
い
て
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
三
町
と
も
慰
労
金
を

支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
寺
井
地

区
、
辰
口
地
区
は
と
も
に
支
給
額

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
支
給
額
が
少
な
く
な
る
と

い
う
の
は
、
そ
の
方
へ
の
家
計
に

影
響
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
支
給
額
を
下
回
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
で�

し
ょ
う
か
。�

�������������������

　
私
は
、
能
美
市
が
発
足
し
て
最

初
の
議
会
と
な
り
ま
す
平
成
十
七

年
第
一
回
能
美
市
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
市
執
行
部
か
ら
提
案
さ

れ
ま
し
た
報
告
第
一
号
専
決
処
分

の
報
告
、
平
成
十
六
年
度
能
美
市

一
般
会
計
暫
定
予
算
に
つ
い
て
か

ら
、
報
告
第
十
六
号
専
決
処
分
の

報
告
、
教
育
事
務
を
白
山
市
に
委

託
す
る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
ま
で
の
十
六
件
、

全
て
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
発
言

い
た
し
ま
す
。�

　
振
り
返
っ
て
見
ま
す
れ
ば
、
一

昨
年
一
月
に
法
定
合
併
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
二
十
三
回
の
会
議
を

行
い
、
真
摯
な
討
論
を
重
ね
て
、

よ
う
や
く
新
生
能
美
市
の
誕
生
を

み
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
誕
生
し

た
ば
か
り
の
能
美
市
の
こ
れ
か
ら

の
将
来
を
今
こ
こ
で
決
め
る
こ
と

は
決
し
て
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
こ
の
能
美
市

を
行
政
・
議
会
そ
し
て
市
民
の
皆

様
が
こ
ぞ
っ
て
支
え
、
新
し
い
地

方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
一
人

前
の
立
派
な
市
に
育
て
て
い
く
こ

と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
今
回

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
報

告
十
六
件
の
う
ち
、
平
成
十
六
年

度
一
般
会
計
暫
定
予
算
の
中
で
、

主
要
事
業
と
し
て
中
心
街
活
性
化

事
業
、
下
清
水
出
口
線
道
路
改
良

事
業
等
の
建
設
事
業
関
係
経
費
で

は
、
現
在
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
事
業
を
引
き
継
い
だ
も
の

で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
特
別
会
計
暫

定
予
算
、
三
件
の
事
業
会
計
暫
定

予
算
、
能
美
市
役
所
位
置
条
例
の

ほ
か
一
五
八
件
の
条
例
、
指
定
金

融
機
関
の
指
定
、
加
賀
沿
岸
下
水

道
協
議
会
へ
の
加
入
、
教
育
事
務

を
白
山
市
に
委
託
す
る
こ
と
な
ど

で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら
全

て
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宮
本
市
長
職
務
執
行
者
ほ
か
、
市

執
行
部
に
は
今
後
と
も
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

に
格
段
の
努
力
を
希
望
し
、
議
員

各
位
の
賢
明
な
る
判
断
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。�

��

　
平
成
十
七
年
二
月
一
日
に
期
待

と
夢
を
も
っ
て
能
美
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。�

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

元
気
な
内
に
合
併
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
進
め
て
き

た
保
健
・
福
祉
・
教
育
水
準
を
維

持
し
、
更
な
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
地
域
の
特
性
を
十
分
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

　
私
た
ち
議
員
は
、
春
の
日
差
し

を
浴
び
芽
吹
い
た
双
葉
が
成
長
し

て
い
く
ま
で
の
期
間
、
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に
も
負
け

な
い
き
ら
り
と
光
る
能
美
市
の
建

設
に
寄
与
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。�

　
能
美
市
議
会
だ
よ
り
を
発
刊
す

る
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
市

議
会
が
よ
り
近
い
も
の
で
あ
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
み
を
も

っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ

よ
り
と
な
る
よ
う
編
集
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
辰
巳
　
弥
）�

みんなで�
　能美市を�
　育てていこう�

賛成�
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